
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
。

　

同
時
に
組
織
改
編
を
実
施
、
新
た
に

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
・
経
営
調
査
室
」
を
設
け
る
な

ど
し
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
姿
勢

を
強
め
て
い
る
。
設
定
し
た
マ
テ
リ
ア

リ
テ
ィ（
重
要
課
題
）
は
、「
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
」「
気
候
変
動
対
応
」「
人
の
尊

重
」「
地
域
と
の
共
生
」「
事
業
基
盤
の

強
化
」
の
５
つ
で
あ
る
。

　

多
面
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
背
景

に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
は
特

定
の
資
源
や
発
電
方
法
に
偏
ら
ず
、
多

様
な
選
択
肢
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

要
諦
と
の
考
え
が
あ
る
。「
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
技
術
と
経

験
と
、
そ
れ
ら
を
集
め
た
総
合
力
が
重

要
な
の
で
す
」
と
、
Ｊ
パ
ワ
ー
の
渡
部

肇
史
社
長
は
強
調
す
る
。

　

で
は
、
そ
の
総
合
力
と
は
何
か
。
ど

の
よ
う
に
蓄
積
さ
れ
、
ど
う
生
か
さ
れ

る
の
か
。
70
年
の
軌
跡
を
踏
ま
え
、
近

未
来
像
を
展
望
す
る
。

　

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
９
月
16
日
、

戦
後
の
経
済
復
興
に
不
可
欠
な
電
力
供

給
を
確
保
す
べ
く
、
電
源
開
発
促
進
法

に
基
づ
く
特
殊
法
人
と
し
て
Ｊ
パ
ワ
ー

は
設
立
さ
れ
た
。
折
し
も
勃
発
し
た
朝

鮮
戦
争
を
機
に
、
日
本
の
経
済
力
強
化

に
向
け
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
が
大
き

く
転
換
し
た
時
期
だ
っ
た
。
51
年
に
は

・�

石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
回
収
し
た
Ｃ

Ｏ
2
を
液
化
し
、
ト
マ
ト
温
室
に
運
ん

で
栽
培
に
有
効
利
用
（
７
月
27
日
）

・�

洋
上
風
力
発
電
所
が
つ
く
っ
た
電
気

の
運
搬
船
を
開
発
す
る
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
に
出
資
（
７
月
５
日
）

・�

Ｊ
Ｒ
東
海
武
豊
線
の
再
エ
ネ
由
来
電

力
１
０
０
％
運
行
に
協
力
、
Ｃ
Ｏ
2
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
実
現
へ
（
６
月
20
日
）

＊

　

今
年
９
月
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
る

Ｊ
パ
ワ
ー
は
こ
の
と
こ
ろ
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
施
策
の

発
表
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
い
る
。
昨

年
２
月
に
は
経
営
戦
略
「J-PO

W
E
R�

“
BLU

E�M
ISSIO

N
�2050”

」を
発
表
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
と
Ｃ
Ｏ
2
排
出

量
削
減
を
両
輪
で
動
か
し
な
が
ら
２
０�

５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

達
成
す
る
と
い
う
、
具
体
的
な
道
筋
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

次
い
で
４
月
に
策
定
し
た
「
中
期
経

営
計
画
」
で
は
、
そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
沿
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
示
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
含
む
再
エ
ネ
開
発

の
加
速
化
や
、
Ｃ
Ｏ
2
フ
リ
ー
水
素
の

製
造
と
活
用
な
ど
、
今
後
３
年
間
で
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
を
示
し

て
い
る
。
冒
頭
の
施
策
は
す
べ
て
そ
の

全
国
を
９
つ
に
分
割
す
る
電
力
会
社
が

発
足
し
た
が
、
旺
盛
な
電
力
需
要
は
賄

い
き
れ
ず
、
資
金
力
と
開
発
力
で
補
完

す
る
存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
９
電

力
会
社
に
は
火
力
開
発
が
重
点
的
に
課

さ
れ
る
一
方
、
困
難
を
極
め
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
大
規
模
水
力
の
開
発
は
Ｊ

パ
ワ
ー
の
技
術
力
に
託
さ
れ
た
。
貯
水

池
式
の
水
力
設
備
は
素
早
く
起
動
し
大

量
に
発
電
で
き
る
強
み
が
あ
り
、
季
節

や
時
間
帯
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る

電
力
需
要
へ
の
対
応
に
優
れ
る
か
ら
だ
。

そ
の
役
割
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

Ｊ
パ
ワ
ー
に
よ
る
大
規
模
水
力
開
発

の
急
先
鋒
は
、
56
年
運
転
開
始
の
佐
久

間
発
電
所
（
静
岡
県
）
で
あ
っ
た
。
諏

訪
湖
か
ら
遠
州
灘
へ
と
流
れ
る
天
竜
川

の
中
流
峡
谷
部
に
位
置
す
る
こ
の
地
は

膨
大
な
流
量
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
発

電
適
地
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
断
崖

絶
壁
の
難
所
で
洪
水
の
危
険
も
高
く
、

従
来
工
法
で
は
ダ
ム
・
発
電
所
建
設
に

10
年
は
要
す
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
逼ひ

っ
ぱ
く迫

す
る
電
力
事
情
は
そ

の
猶
予
を
許
さ
な
い
。
Ｊ
パ
ワ
ー
は
最

新
鋭
の
土
木
重
機
と
機
械
化
工
法
を
米

国
か
ら
先
駆
的
に
導
入
、
日
本
の
技
術

力
も
結
集
し
、
着
工
か
ら
わ
ず
か
３
年

で
開
発
を
成
し
遂
げ
た
。
高
さ
１
５
５�

・
５
ｍ
、
頂
長
２
９
３
・
５
ｍ
の
ダ
ム
は

当
時
の
国
内
最
大
記
録
。
最
大
出
力
35�

万
k
W
、
年
間
発
生
電
力
量
約
14
億
k�

W
h
は
今
で
も
国
内
最
大
級
を
誇
る
。

　

佐
久
間
開
発
の
成
功
は
日
本
の
土
木

建
設
業
の
進
展
を
触
発
し
た
だ
け
で
な

く
、
敗
戦
後
の
自
信
喪
失
ム
ー
ド
か
ら

の
回
復
に
も
一
役
買
っ
た
と
さ
れ
る
。

映
画
『
佐
久
間
ダ
ム
』
は
空
前
の
観
客

動
員
数
を
記
録
し
た
と
い
う
。

　

Ｊ
パ
ワ
ー
は
そ
の
後
、
田
子
倉
発
電

所
（
福
島
県
）、奥
只
見
発
電
所
（
新
潟
・

福
島
県
）
と
い
っ
た
大
規
模
水
力
を
次

次
に
建
設
。
貯
水
池
式
に
加
え
て
揚
水

式
の
開
発
に
も
乗
り
出
し
、
高
度
経
済

成
長
で
急
伸
す
る
電
力
ピ
ー
ク
に
備
え

る
手
を
打
っ
た
。
揚
水
式
は
、
余
剰
電

力
で
水
を
汲
み
上
げ
、
需
要
に
応
じ
て

適
時
発
電
す
る
方
式
。
い
わ
ば
巨
大
な

蓄
電
池
だ
が
、
こ
れ
は
現
在
、
天
候
等

の
影
響
で
出
力
調
整
が
難
し
い
再
エ
ネ

発
電
の
補
完
役
と
し
て
も
活
躍
中
だ
。

　

Ｊ
パ
ワ
ー
は
ま
た
、
周
波
数
の
異
な

る
東
西
地
域
を
連
系
す
る
佐
久
間
周
波

数
変
換
所
（
65
年
）
や
、
北
海
道
と
本

州
を
結
ぶ
北
本
連
系
設
備
（
79
年
）
な

ど
、
全
国
を
ま
た
ぐ
送
変
電
網
の
整
備

も
実
施
。
送
電
網
は
現
在
、
総
亘こ

う
ち
ょ
う長
約

２
４
０
０
k
m
に
お
よ
び
、
広
域
に
わ

た
る
電
力
融
通
に
貢
献
す
る
。

　

こ
れ
ら
発
電
・
送
変
電
設
備
の
建
設
・

運
転
・
保
守
に
関
す
る
技
術
は
海
外
に

も
移
転
さ
れ
、
62
年
の
ペ
ル
ー
で
の
初

事
業
以
降
、
今
に
続
く
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
や
開
発
事
業
の
起
点
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
に
64
カ
国
・
地
域
で
４�

０
０
件
近
い
実
績
が
あ
る
。

佐久間発電所の開発（1956年）を端緒に、各地で
大規模水力発電事業を展開。今に続く再エネ開発
の基盤を築くと同時に、海外技術協力への道を拓
いた。写真：佐久間ダム

Ｃ
Ｏ

2

フ
リ
ー
電
源
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
へ

─
そ
の
先
に
描
く
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
道

戦
後
復
興
期
の
旺
盛
な
電
力
需
要
を
賄
う
た
め
に
誕
生
し
た
Ｊ
パ
ワ
ー（
電
源
開
発
）。

そ
れ
か
ら
70
年
。水
力
、火
力
、風
力
と
時
代
の
求
め
に
応
じ
て
技
術
を
磨
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
の
新
境
地
を
拓
き
続
け
て
き
た
挑
戦
者
の
系
譜
は
今
、

2
0
5
0
年
達
成
を
目
指
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
舞
台
に
結
実
し
つ
つ
あ
る
。

電
源
開
発 

の　

年
70

高度経済成長を支えた大規模水力

1970年代の石油危機を境にエネルギーの多様化が
強く求められる中、海外炭を活用した火力発電に
先鞭をつけて時代に貢献。国内外の関連産業振興
にも寄与。写真：松島火力発電所

石油危機を救った日本初の海外炭火力

J
パ
ワ
ー
の
軌
跡
と
未
来

1
Vol.

1960年代に始まった海外でのコンサルティング・
開発事業は 2000年代に入ってアジア太平洋全域に
展開。米国や豪州での再エネ開発も加速する。写
真：ラオス ナムグム第 1水力発電所（2014年）

技術協力でエネルギーを世界へ

始
ま
り
は
大
規
模
水
力

戦
後
日
本
の
大
復
興
か
ら

佐久間ダム建設当時

Forefront of
Energyエネルギー

最前線
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│
創
立
か
ら
の
70
年
、
ど
の
よ
う
に
総

括
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

人
々
が
求
め
る
電
力
を
不
断
に
供
給
す

る
。
そ
の
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
を
愚
直

に
追
求
し
て
き
た
年
月
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
当
社
の
橋
頭
堡
を
築
い
た
黎
明
期
の

大
規
模
水
力
開
発
は
そ
の
象
徴
で
す
し
、

石
炭
火
力
発
電
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
技
術

革
新
も
そ
の
た
め
で
し
た
。

　

思
え
ば
、
風
力
も
地
熱
も
原
子
力
も
手

掛
け
て
い
ま
す
し
、
今
は
主
に
海
外
で
太

陽
光
や
ガ
ス
火
力
に
も
乗
り
出
し
て
い
て
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
電
源
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
総
じ
て
、
経
済
発
展
の
一

助
と
な
り
、
国
民
生
活
の
向
上
と
軌
を
一

に
す
る
か
の
よ
う
に
成
長
し
て
こ
ら
れ
た

こ
と
は
幸
運
で
し
た
。

│
そ
の
よ
う
に
し
て
構
築
さ
れ
た
基
盤

を
、
今
後
ど
う
生
か
し
て
い
き
ま
す
か
。

　

時
代
の
求
め
に
応
じ
て
開
発
し
た
設
備

は
、
次
の
時
代
に
合
わ
せ
て
ま
た
役
割
を

変
え
、
新
た
な
価
値
を
加
え
て
生
き
続
け

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
70
年
間
そ

の
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
し
、

今
進
め
て
い
る
既
存
資
産
の
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
も
ま
さ
に
そ
う
い
う
趣
旨
で
す
。

　

た
だ
し
、
発
電
技
術
は
一
足
飛
び
に
確

立
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
道

な
研
究
と
開
発
に
よ
り
、
長
い
時
間
を
か

け
て
一
歩
ず
つ
進
め
な
け
れ
ば
成
果
は
現

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
経
験
と
知
見
の
蓄
積
こ

そ
が
当
社
の
資
産
で
あ
り
、
そ
こ
に
立
脚

し
て
初
め
て
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
が
見
え
て

く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
場
合
、

そ
れ
は
総
合
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
の
技
術
革
新
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
萌
芽
が
今
、
見

え
は
じ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

│
２
０
３
０
年
に
Ｃ
Ｏ

2
排
出
量
を
４

割
削
減
す
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の

先
も
見
越
し
て
ど
う
実
現
さ
せ
ま
す
か
。

　

技
術
革
新
が
一
朝
一
夕
で
な
し
得
な
い

以
上
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
と
も
い
え
る
こ

の
時
期
が
極
め
て
重
要
で
す
。
脱
Ｃ
Ｏ

2

は
大
前
提
の
課
題
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
も
犠
牲
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
。
そ
の

た
め
に
当
社
が
描
い
た
現
実
的
な
道
筋
が
、

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
非
効
率
と
な
っ

た
石
炭
火
力
設
備
は
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
さ

せ
な
が
ら
、
一
部
の
設
備
に
は
水
素
発
電

も
可
能
に
す
る
先
端
技
術
を
加
え
て
使
い

続
け
て
い
く
。
水
力
も
同
様
に
、
高
効
率

の
最
新
設
備
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ

2

フ
リ
ー
電
源
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
。

そ
れ
が
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
松
島
計
画
で

あ
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
佐
久
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
ど
ち
ら
も
始
動
段
階
で
す
が
、

過
去
の
実
績
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
た
め
実
現

可
能
性
は
高
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

│
２
０
５
２
年
の
創
立
１
０
０
周
年
に

向
け
た
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「J-POW

ER “BLUE M
ISSION 2050 "

」

に
示
し
た
と
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
の
目
標
が
達
成
さ
れ
、
国
内
外

で
広
く
Ｊ
パ
ワ
ー
の
存
在
意
義
が
認
知
さ

れ
る
状
況
を
望
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

れ
が
最
終
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創

立
以
来
、
２
０
５
０
年
の
も
っ
と
先
ま
で

徹
頭
徹
尾
、
わ
れ
わ
れ
が
目
指
し
て
い
る

の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
の
共
生
」
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

電源開発株式会社
代表取締役社長 社長執行役員

渡部肇史（わたなべ・としふみ）

技
術
と
経
験
の
蓄
積
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
次
代
を
拓
く

INTERVIEW

た
の
に
加
え
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

広
が
る
発
電
用
石
炭
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
構
築
に
も
奏
功
し
た
。

　

石
炭
は
埋
蔵
量
が
多
く
、
世
界
中
に

分
布
す
る
た
め
地
政
学
的
影
響
も
受
け

に
く
く
、
当
時
は
経
済
的
・
安
全
保
障

的
な
利
点
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
た
。

残
る
環
境
面
で
の
対
策
と
し
て
、
Ｊ
パ

ワ
ー
で
は
Ｓ
Ｏ
x
・
Ｎ
Ｏ
x
な
ど
の
有
害

ガ
ス
を
ほ
ぼ
完
全
に
除
去
す
る
装
置
を

開
発
し
、
ま
た
燃
焼
効
率
を
極
限
ま
で

高
め
る
技
術
で
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
抑
制
。

世
界
最
高
水
準
の
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技

術
を
確
立
し
て
海
外
技
術
協
力
に
生
か

す
ほ
か
、
石
炭
ガ
ス
化
技
術
の
開
発
に

よ
り
、
蒸
気
と
ガ
ス
の
両
方
を
使
う
仕

組
み
で
さ
ら
に
環
境
性
能
の
高
い
発
電

方
式
へ
の
道
を
拓
い
た
。
こ
の
仕
組
み

は
今
、
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン（
株
）で
の

実
証
段
階
を
ほ
ぼ
終
え
て
、
設
備
更
新

の
時
期
を
迎
え
た
松
島
火
力
発
電
所
へ

の
実
装
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
先
に
は
、
石
炭
ガ
ス
化
の
延
長

線
に
あ
る
水
素
製
造
や
水
素
発
電
、
さ

ら
に
は
発
電
過
程
で
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
2

を
利
用
ま
た
は
地
中
に
貯
留
す
る
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
技
術
の
実
用
化
も
見
え
て
い
る
。

　

２
０
０
４
年
の
完
全
民
営
化
と
前
後

し
て
、
こ
れ
ら
新
技
術
の
開
発
や
海
外

展
開
に
拍
車
が
か
か
る
。「
安
定
よ
り

も
挑
戦
。
持
て
る
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
存

分
に
発
揮
し
た
か
っ
た
」
と
、
民
営
化

準
備
室
長
を
務
め
た
渡
部
社
長
は
振
り

返
る
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み
の
１

つ
が
大
規
模
風
力
発
電
へ
の
参
入
だ
。

　

町
内
牧
場
に
立
地
し
、
地
域
と
の
共

生
で
耳
目
を
引
い
た
苫
前
ウ
ィ
ン
ビ
ラ

発
電
所
（
北
海
道
）
の
２
０
０
０
年
運

転
開
始
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
全

国
20
地
点
以
上
で
風
力
設
備
を
開
発
。

そ
の
出
力
規
模
は
、
水
力
と
並
ん
で
国

内
第
２
の
位
置
に
あ
る
。
最
近
で
は
洋

上
風
力
に
も
傾
注
し
、
英
国
の
知
見
に

学
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
地
熱
や
太
陽
光
も
合
わ
せ
、

25
年
ま
で
に
再
エ
ネ
で
１
５
０
万
k
W

以
上
（
17
年
度
比
）
の
新
規
開
発
を
目

指
す
。
た
だ
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
ま
で
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン（
移

行
）
に
は
複
数
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
万
全

を
期
す
の
が
、
Ｊ
パ
ワ
ー
の
基
本
ス
タ

ン
ス
だ
。
佐
久
間
な
ど
経
年
化
し
た
水

力
設
備
の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
（
一
括
更
新
）

や
、
松
島
な
ど
火
力
設
備
で
の
石
炭
か

ら
水
素
へ
の
転
換
、
バ
イ
オ
マ
ス
／
ア

ン
モ
ニ
ア
混
焼
な
ど
、
既
存
設
備
を
有

効
活
用
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
の
推
進
が

外
せ
な
い
。

　

そ
れ
ら
を
可
能
に
す
る
の
が
、
70
年

で
培
わ
れ
た
総
合
力
の
基
盤
で
あ
り
、

Ｊ
パ
ワ
ー
が
描
く
２
０
５
０
年
ま
で
の

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
で
あ
る
。

　
「
未
知
の
領
域
へ
の
開
拓
精
神
と
使

命
感
、
技
術
革
新
へ
の
執
念
は
今
も
受

け
継
が
れ
る
Ｊ
パ
ワ
ー
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す
」

　

渡
部
社
長
が
そ
う
言
う
よ
う
に
、
70

年
代
に
は
そ
の
後
の
試
金
石
と
な
る
新

た
な
挑
戦
の
場
が
待
っ
て
い
た
。
国
内

初
と
な
る
海
外
炭
を
活
用
し
た
火
力
発

電
ス
キ
ー
ム
の
確
立
で
あ
る
。
50
年
代

に
見
ら
れ
た
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
流
体

革
命
と
、
60
年
代
半
ば
の
水
力
か
ら
火

力
へ
の
主
従
逆
転
に
よ
り
、
こ
の
時
期

に
は
電
源
の
７
割
以
上
を
石
油
が
占
め

て
い
た
。
だ
が
、
73
年
の
第
１
次
石
油

危
機
を
経
て
、
特
定
資
源
へ
の
過
度
の

依
存
が
危
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
複
数
の
資

源
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
る
「
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
」
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
く
。

　

Ｊ
パ
ワ
ー
は
こ
れ
に
先
駆
け
、
海
外

炭
を
燃
料
と
す
る
大
規
模
火
力
発
電
所

の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
。
81
年

に
運
転
開
始
と
な
る
松
島
火
力
発
電
所

（
長
崎
県
）
を
そ
の
第
１
号
と
し
て
、

石
炭
調
達
先
の
選
定
か
ら
日
本
へ
の
輸

送
手
段
確
保
、
プ
ラ
ン
ト
建
設
の
た
め

の
環
境
調
査
、
排
ガ
ス
処
理
技
術
の
開

発
な
ど
、
お
よ
そ
10
年
が
か
り
で
数
々

の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
。
こ
れ
ら

の
経
験
値
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
へ

と
進
む
国
内
の
民
間
事
業
を
後
押
し
し
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石炭ガス化によるクリーンコール技術や CO2分離
回収・貯留技術、洋上風力、中小水力、地熱など、
ゼロエミッションに向けた挑戦が活発化。写真：
山葵沢地熱発電所＊

90年代半ばを迎えて地球温暖化問題に国際社会の
関心が集まる中、多目的石炭ガス製造技術開発プ
ロジェクト（EAGLE）などに着手。環境共生時代へ
の布石を打つ。写真：EAGLE試験設備

未来を見据えた新技術に挑戦エネルギーと環境の共生へ

70年におよぶ技術革新の歴史で培われた総合力を
もとに、カーボンニュートラル実現への具体的プ
ランを策定。水素社会も視野に入れた活動を推進
中。写真：豪州褐炭水素製造実証設備

カーボンニュートラルを目指して

Ｊ
パ
ワ
ー
渡
部
肇
史
社
長
に
聞
く

２
０
５
０
年
へ
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

日
本
を
救
っ
た
海
外
炭

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
起
点

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

全
方
位
の
オ
プ
シ
ョ
ン
展
開

両
立
し
て
こ
そ
未
来
が
あ
る

安
定
供
給
と
Ｃ
Ｏ

2
フ
リ
ー

-700万t-1,900万t CO2削減目標

2050年に
向けて

2030年に
向けて

202520302050

既存資産のアップサイクル
バイオマス導入の拡大

経年化石炭火力の稼働抑制・廃止
再生可能エネルギー拡大の加速化

アンモニア混焼の導入
国内でのCCSの実現
大間原子力の推進

CO2フリー
水素発電

電力ネット
ワーク

再生可能
エネルギー

＊1　2017～2019年度3カ年平均実績比　＊2　2013年度実績比

-40%
＊1
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CO2排出量 

国内発電事業
CO2排出量 
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目標実現

2030年
目標実現
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電力供給のカーボン
ニュートラル化
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